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お花見喫茶で注文を待っている患者様の様子 
（プライバシー保護のため写真を加工してあります） 

今年もセンター恒例の桜の生木がエン

トランスに登場しました。これは外出がで

きない患者様に、春の訪れを感じていただ

きたく思い、何とか院内で生の桜を鑑賞で

きないかと考えて実現しました。 

 当院の庭園や院内の鑑賞用の園芸を管

理してくれている『佐野園芸』にお願いし

てこの時期に開花するように調節しても

らいつぼみの段階で搬入しています。その

後も、室温や湿度を調節して、来るイベン

トに備えています。（医療相談室 大瀧） 

平成21年3月16日から 3日間に渡り、“お花見喫茶”が開

催されました。1 階の受付前に運ばれて来た桜“ソメイヨシノ”

は、屋外の桜よりも 1～2 週間早く開花して、この日に備えてく

れました。 

暖かい屋内で、早咲きの桜の下、お汁粉・ソフトクリーム・こぶ

茶がもてなされました。食事を忘れて「キレイだねぇ」と桜を鑑賞

される方、普段はなかなか口にすることのないお餅(に似た物)入

りのお汁粉や、昔懐かしいソフトクリーム、お口直しのこぶ茶を

堪能される方、と、患者様それぞれに楽しまれている様子でし

た。また、ご家族様の参加も多く、職員も患者様と一緒になって

雰囲気を楽しませて頂きました。 

三線演奏に合わせて“さくら”を歌い、春らしい、笑顔のあふ

れるイベントとなりました。 

（作業療法士 工藤博子） 

 

寒い時期が終わり、春本番の季節になりまし

た。花粉症と闘っている皆さん、もう一息で

す。 天覧山の桜まつりでは、桜を鑑賞するよ

りも、屋台で美味しい物を食べ歩く方に、気

がいってしまいました。色気より食い気ですね

（‾▽‾；）／  （医療相談室 大瀧 信幸） 

当院長木川好章は、昨年度日本医科大学において

博士号を取得しました。研究テーマは、『糖尿病患者

における経口血糖降下剤の研究』です。 

～木川院長のコメント～ 

「これからも質の高い医療を目指し、患者様のお役に

立てるよう努力していきます。」 

編集後記 


